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２
月
号
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

表
の
騒
音
測
定
器
の
県
内
設
置（
６

地
点
）場
所
が
、誤
植
の
た
め
全
て

阿
多
田
島
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。（
左
の
表

が
正
し
い
も
の
で
す
）

（中国四国防衛局公表資料を基に作成。欠測期間を含む場合がある）

国設置の騒音測定器における航空機騒音（70ｄB 以上）の発生状況

 
 

 

H29年度
（上期）

（移駐完了前）
（Ａ）

1,509回

832回

52回

86回

162回

32回

345回

―

―

 

H30年度
（上期）

（移駐完了後）
（Ｂ）

2,636回

1,686回

53回

162回

305回

88回

342回

266回

83回

 

R元年度
（上期）
（Ｃ）

3,080回

1,843回

45回

185回

429回

58回

520回

325回

85回

 

R2年度
（上期）
（Ｄ）

2,179回

1,182回

54回

210回

248回

47回

438回

275回

54回

 

対H29増加
回数(倍率)
（Ｄ－Ａ）
（Ｄ/A）

670回
（1.4倍）

350回
（1.4倍）

2回
（1.0倍）

124回
（2.4倍）

86回
（1.5倍）

15回
（1.5倍）

93回
（1.3倍）

―

―

 

対R元増加
回数(倍率)
（Ｄ－Ｃ）
（Ｄ/C）

▲901回
（0.7倍）

▲661回
（0.6倍）

9回
（1.2倍）

25回
（1.1倍）
▲181回

（0.6倍）
▲11回

（0.8倍）

▲82回
（0.8倍）

▲50回
（0.8倍）

▲31回
（0.6倍）

測定地点
（国測定器設置箇所）

県内設置(6地点)
合計

岩国飛行場周辺

大竹市
阿多田島
大竹市
西栄

内

　訳

参

　考

廿日市市
宮島

広島県北西部地域

北広島町
西八幡原
北広島町
荒神原

安芸太田町
戸河内

廿日市市
八坂公園
江田島市

沖美

-未来の幸せづくりへ-
｢まちづくり基本構想｣の
答申を受けました

問い合わせ
　企画財政課 ☎59-2125

　
令
和
３
年
度
か
ら
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
大
竹

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」の
策

定
に
向
け
て
、１
月
29
日
、市
長
の

諮
問
に
対
す
る
大
竹
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
策
定
審
議
会
の
答
申

が
行
わ
れ
、西
尾
副
会
長
か
ら
入

山
市
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
｢大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
｣は
、大
竹
市
議
会
３
月
定
例
会

に
議
案
上
程
さ
れ
、議
決
を
経
て

正
式
に
策
定
さ
れ
ま
す
。

　
審
議
会
の
審
議
の
内
容
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｢まちづくり基本構想｣の冊子案に描
かれた将来の大竹市のイラストを見
る西尾副会長(左)と入山市長(右)

大規模災害時の
物資供給支援に
関する協定を締結―
問い合わせ
　危機管理課 ☎59-2119

　
王
子
コ
ン
テ
ナ
ー
株
式
会
社（
三

原
工
場
お
よ
び
防
府
工
場
）と
市

は
、大
規
模
災
害
に
備
え
、｢災
害

時
に
お
け
る
物
資
の
調
達
に
関
す

る
協
定
｣を
締
結
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
時
は
、段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

大
量
に
必
要
と
な
り
ま
す
が
、こ

の
協
定
に
よ
り
、非
常
時
の
段
ボ

ー
ル
製
品
が
確
保
で
き
ま
す
。

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と

｢

大
竹
市
地
域
福
祉
の
推
進
等
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定｣

を
締
結

―
問
い
合
わ
せ

　
地
域
介
護
課 

☎
28
６
２
２
６

　
１
月
21
日
、明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
と
市
は
、「
大
竹
市
地

域
福
祉
の
推
進
等
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

の
従
業
員
が
、業
務
中
に
、高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
見
守
り
が
必
要
な
方

の
異
変
に
気
付
い
た
場
合
、市
に

連
絡
し
、市
は
、必
要
な
対
応
を

行
い
ま
す
。ま
た
、見
守
り
活
動

の
ほ
か
、健
康
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動
、道
路
の
損
傷
や
不
法
投

棄
の
連
絡
な
ど
、地
域
福
祉
の
推

進
に
関
す
る
活
動
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
見
守
り
活
動
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
に
よ
り
、住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

協定を取り交わした、入山市長（右）
と明治安田生命保険相互会社の武岡広
島支社長（左）
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ブルーさんが､市内各地を巡ります。

放送
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ホームテレビで大竹市を紹介

広島ホームテレビ（地上波５チャンネル）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
際
し
、医
療
物
資（
手

術
用
手
袋
）の
増
産
に
取
り
組
み
、

需
給
の
改
善
を
通
じ
て
国
民
生
活

の
安
定
に
貢
献
し
た
と
し
て
、経

済
産
業
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。２
月
４
日
、縄
田
正
一

社
長
ら
が
、市
長
に
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
か
ら

感
謝
状

三
興
化
学
株
式
会
社

経
済
産
業
大
臣
か
ら

感
謝
状

三
興
化
学
株
式
会
社

経
済
産
業
大
臣
か
ら

感
謝
状

三
興
化
学
株
式
会
社感謝状を手にする縄田社長(中央)

と中原相談役。
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ブ
ザ
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を
寄
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犯
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会
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犯
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ザ
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を
寄
贈
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連
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会

防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
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連
合
会
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　総
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事
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　2月2日に、防犯連合会か
ら市内の小学校新1年生に防
犯ブザー210個の寄贈があり
ました。
 防犯ブザーの寄贈は、平成
26年から行われています。
ありがとうございました。

末広防犯連合会事務
局長(左)から小西教
育長に防犯ブザーが
手渡されました。

交通栄誉章
緑十字銀章表彰
交通栄誉章

緑十字銀章表彰
交通栄誉章

緑十字銀章表彰
正木 直さん正木 直さん正木 直さん

問い合わせ　自治振興課 ☎59-2142

　1月27日､大竹交通安全協会顧問兼広島県地
域交通安全活動推進委員協議会会長正木 直さん
が､長年､交通安全に関する各種活動に積極的に
取り組み､広く交通安全意識の高揚に寄与した
功績により､警察庁長官および全日本交通安全
協会会長から表彰
されました。

左から後田大竹警察署
長､正木さん､賀谷交通
安全協会会長。


